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清水（しょうず）湧く扇状地に激流の歴史刻
む－黒部川－ 
 
黒部川は富山県富山市と長野県大町市の境にあ
る鷲羽岳にその源を発し、3000m級の山々が連
なる立山連峰と後立山連峰の間に黒部峡谷を刻
みながら流れ下っていきます。山地を抜けると
黒部市愛本を扇頂とする広大な扇状地を北西に
流下し、途中、左岸の黒部市、右岸の入善町を
経て富山湾に注ぐ、流域面積682km2、流路延
長85kmの日本屈指の急流河川。 



流域の区域分け 

黒部川が渓谷を直線的に流れている。 
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2019.10.12 
インプットデータ 

アメダスデータ どのような理由なのか刃
定かではないが、黒部川
の流域には、アメダスの
観測所は、宇奈月にある
だけである。そのための
今回は上流では、大町、
中流では白馬という、一つ
山を越えた地域の観測値
を借用した。したがって、
正確な結論ではないが、
これらの値をそれぞれ2地

区に適用して流量計算を
した。 

黒部川は、黒部市で富山湾に注いでいるが、その河口は、渓流が平野部にで
たデルタ地帯にあり、ここまで山地で降った雨が一度に流れ出ている急流であ
り、黒部ダムに代表される多くの発電用のダムが建設されている。また、デルタ
地帯に出る直前には、宇奈月ダムがあり、これが、洪水対策用として運営され
ているという、きわめて特色ある川である。こうした川のかなり下流域に設置さ
れたダムの働きについては、まことに興味が湧く。 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。関
川には流れの
長い支流が沢
山あるので、
注意が必要。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 



            ダムの機能 
黒部川の流域には、ダムが設置されているが、いずれも黒部川の流れに設置されたもので、急流
を利用した発電用のダムが主流だ。ただし、一番下流にある宇奈月ダムは洪水対策用のダムで
あり、その役割が極めて重要であると考えられる。大谷ダムも大谷川に設置されていると言う詳
しい情報は分らない。ここでは、ダムの運用について、この宇奈月ダムを見本に、どのような貯水
がなされているのか、その実態を検討した。これについては後述する。 

ダムの仕様 

ダムの運用 

有効貯水容量 

黒部ダムは容量は極めて大き
いが、発電用のダムであるので、
洪水対策としてどのような運用
がなされるかは不明。 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

宇奈月ダムの貯水状況 

 F Zone 

上流で降雨したものは、全てが宇奈月ダムに流入して来る。ここでは、まず、全量を貯水すると仮定す
ると、ダムはほぼ９時間後に満杯になる。したがってこの時点で放流しなければならない。しかしなが
ら、ダムの下流側で、ダムに貯水をゼロと仮定して、流量を計算すると、全く氾濫の危険性はなかった。
したがって、ここでは、これ以上は議論しない。ただし、ダムの運用については、後に議論する。 



宇奈月ダムに流入してくる流量 黒部川の渓谷部では、川の両岸の高さが高
く、氾濫の判断ができない。 



全く問題無し 



愛本あたり 黒部川は、この辺りで渓谷からデル
タ地帯にはいる。 





黒部市朝日公園 
 黒部川がデルタ地帯にはいり、この平野を流れる状況。 







黒部川、宇奈月ダムの運転 

宇奈月ダム 

ダム運転の現実はどう
なっているのか？ 





この川幅、土手の
高さであれば、 
氾濫の怖れはない。 

上流からどれくらいの水が流れてくるか。この
辺りでの氾濫の危険性はあるのか 



宇奈月ダムの運転 

降雨量に対し、一定の
割合で貯水する。 

一定の水量を放水する。 

上流での降雨の量に応
じて、それに対してあ
る比率で最初から放水

する。 

降雨の雨量は絶えず変
化するので、これに応
じて放水量を変える必

要がある。 

降水量の予測はできな
いので、現実にダムを
制御するのは難しい。 

上流での降雨の状況に
寄らず、一定の放水量
で当初から放水する。 

上流での降雨の状況に
応じて、適宜放水量を
変える事ができる。 

 

現実的な運転の手法 



降雨量に対し、一定の
割合で貯水する。 

上流での降雨の状態をみて、その量
に応じて水門の高さを調整する。 
 対応は遅れ気味となる。 



ダムの貯水容量に達した
ら放流しなければならな
い。 



一定の水量を放水する。 

降雨の量に関係なく、下流の
状況をみて、放水の水準を決
める。随時、制御が可能。 
 初めは、水位が下がること
もある。 



有効貯水容量の初期値を如何にするかが問題 
当初の水位をどのように確保するか？ 



運転の記録 
実際に行われている放水の管理。
時間ごとに放水量を制御している。 
 



黒部川流域での降雨量のデータはアメダスでは得られない。この川は、二つ
の山脈にはさまれた渓谷であるので、両岸の斜面の向きが対峙している。そ
のため、右岸と左岸とでは、降雨量がことなる可能性がある。アメダスでは測
定されていないものの、県では降雨量を把握している可能性がある。(次ペー
ジに降雨量の観測所が示されている。)  どんなものであるかは、不明である

が、これらのデータを用いて、降雨の状態が把握でき、氾濫の危険性が予測
できるようにすることが重要だ。データをどのように使っているのか、是非、一
度議論してみたい。 
 

 アメダスの観測点を増やしてもらい、と同時に、黒部ダムの利用についても、
是非、洪水対策用のダムとして検討してもらいたい。 
                             (2020.07.04) 
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